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設立年 情報科学 心理学 言語
神経






米国CSS 1979 ○ ○ ○
 1984* ○ ○ ○ ○ ○
 1997* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
仏ARCo 1981 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日本 JCSS 1983 ○ ○ ○ ○ ○ ○
欧州ESSCS 1983 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
韓国KSCS 1987 ○ ○ ○ ○ ○
独GK 1994 ○
　図表１　各地の認知科学会による学会の構成分野の定義
*：転換期                                                                                                                                                                                        科学技術動向研究センターにて作成
AISB : the Society for the Study of Artificial Intelligence and the Simulation of Behaviour
CSS : Cognitive Science Society
ARCo : Association pour la Recherche Cognitive
JCSS : theJapanese Cognitive Science Society
ESSCS : the European Society for the Study of Cognitive System
KSCS : the Korean Society for Cognitive Science






仏 ARCo  350
日本 JCSS  1,500
韓国KCSS  500
　図表３　Cognitive Science 誌掲載論文筆頭著者の構成分野分布
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　てんかん治療手術のため、左右の脳半球間の神経連
絡がなくなった患者に、様々な特徴を指示して、対応
する物体を選ばせる認知心理学的実験を行うと、自分
が何をしているのかという意識がなくとも、正しく選
択し物体を手に取ることは出来ることから、無意識の
思考過程の存在が実験的に証明された。無意識の思考
内容は、言葉よりも身振り・手振りなど身体的表現で
表出する傾向がある。また外傷や腫瘍で特定の脳部位
が欠損した患者では、知的概念操作は可能だが、感情
が無くなる事がある。このような患者は、個々には正
しい知的内容を意味の有る行動に統合できないことか
ら、感情が判断や遂行能力に必要な事が分かって来た。
健常人でも、特定の刺激を認識するよう求める検査で、
先行あるいは並行して別の干渉刺激を与えると、干渉
刺激の内容に応じて期待や類推が生じ、本来判断する
よう求められている刺激の判断内容が異なってくる。
また、干渉刺激の効果により、本来与えられていない
刺激を認識することもあるが、これは日常生活では、
部分的に隠れている対象の全体像を類推したり、紛ら
わしい地の上にある対象を速やかに判断する際に使わ
れている認知機能である。検査室で被験者に自発的に
話をさせた時、特定の単語を使ったときのみ検査者が
好意的に反応すると、その単語の使用頻度は増加し、
別の単語を使ったとき検査者が無視すると使用頻度は
低下するが、被験者は対話者の関心に応じて自己修正
していることに気付いていない。このような認知過程
は、実社会の協同作業の場面では、他者の意見や行動
に自分の発言や行為を合わせようという同調バイアス
として働いている。
《補 記》
